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目的

• 災害連絡網の活用ができる

＊災害がない地域もすべて

報告を行う

• ペアステーションの協力体制を確認する

• 災害対策本部の運営の方法を検討する

• 終了後のアンケート調査を行い

2017年度版災害連絡網の評価、修正を行う
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イメージ
(台風16号 8/27.28にかけ熊本県を通過)

2018/8/13 3



玉名圏域

• 菊池川が氾濫した。水没、道路寸断、スタッフ
が出勤できない。

• 和水町、玉名地区のステーションが被害を受
ける、ＦＡＸが使えない。

• 山鹿は被害はない。

• 応援が必要な項目・・・停電、水不足、事務所
の片付け、留守番、汚泥の除去
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天草地区

• 高潮でステーションを含む地域一帯が冠水

• 訪問看護ステーションらいと・セントケアス
テーションが水没

• 道路が寸断

• 応援が必要な項目・・・事務所の片付け、留
守番、汚泥の除去
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台風被害のシミュレーション経過
8月27日(月) 8月28日(火)

時間
台風の状況

夕方
22時上陸

ＡＭ8：00
台風日本海へ

ＡＭ10：00
温帯低気圧へ

ＡＭ14：00

代表・副代表 1.告知のＦＡＸ
＊台風接近中
被害があった場合
速やかに報告してください！

3.災害本部設置を
ライン等で召集

最終確認
を行う

ブロック長・副 2.各ステーションに流す
2.代・副の2か所へ

1.ブロック

長は様式
3で報告

各ステーション 3.ＦＡＸ確認
1.様式1でＳＯＳ

（あり・なし）を
長・副2か所に
FAXする

被害発生地区
玉名？天草？

災害本部
活動
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行動計画

本部・代表

• 前日にFAXで注意喚起を行う

• 災害時、委員の参集をラインで行う

ブロック長

• 連絡対応、代表・副代表に報告

• 対応

災害現場

• ＳＯＳ発信の方法

• ペアステーションの活動

災害委員

• 安全を確認し、本部に集合

• 具体的な活動の役割分担
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本部活動：役割分担

＜＜委員の参集・・・清雅苑に集合する＞＞

1.ＭＡＰを立ち上げる人
・道路状況の確認⇒近いルートで応援に行く方法の検討
・病院付属のステーションの活用(物資が集まるため、衛生材料の確保
仕分け）
・どこのステーションが応援に行けるか？天草と玉名のハザードマップ

2.人、モノの援助（様式1の仕分け、トリアージ）
・ＳＯＳを整理する作業
・ＦＡＸを発信する作業

3.被害状況を把握する人、報告する人
4.動けるステーションに指示を出す人
5.熊本県災害本部及び医師会の災害本部の動きの把握と連携する人
6.全体の動きを記録しておく人
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検証の視点確認項目

１ 防災対策についての日頃からの備えや意識確認
２ SOSの発信がマニュアル通りで可能か
・使用する様式の選択は理解できているか
・記載事項に漏れはないか
・送信先（ブロック代表+副ブロック代表）は、理解できているか

３ ペアステーションへの連絡は
・ペアステーションの把握はできているか
・連絡は取れたか

４ 本部機能の役割を明確にする
・被害情報の集約と整理方法、マップによる見える化できる
・ブロック毎に整理し、被害と支援が明確にできる
・役割分担がスムーズに行えたか、役割に不足はなかったか
①指揮者による役割指示 ②情報整理 ③渉外対応連絡
④資源調達（必要物品の整理、必要人員の把握）
⑤災害地域の公的機関の把握、連絡先の情報一覧作成

５ アンケート
シミュレーション実施後に会員へアンケート配布し、
集計結果を災害委員会でまとめて会員へ報告

2018/8/13 13


